
海ごみから考える
私たちの暮らし

～日本財団 海と日本PROJECT～
沖永良部島を拠点とした海ごみ問題への意識向上ムーブメントの立ち上げ

一般社団法人えらぶ手帖



えらぶ手帖の理念と活動
豊かな自然に恵まれた沖永良部島で、

すべての子どもたちが地域に見守られながら、
自由に「自身の未来」「地域の未来」「社会の未来」を
創造していくことができるように環境を整え、サポートする

「環境」「教育」「まちづくり」



環境部門

海洋ごみを「ただのごみ」で終わらせないプロジェクト

＜うみのたからものPJ＞



＜うみのたからものPJ＞

▷知名町地域おこし協力隊として
▷環境省グリーンワーカー事業として
▷日本財団海と日本PROJECTとして

・ビーチクリーン
・海洋ごみについて考える機会づくり
・海洋ごみのアップサイクル



海と日本2021

海ごみへの意識向上を目指す活動

＜ビーチクリーン＞



えらぶ手帖の
ビーチクリーン

奉仕活動ではなく、ビーチ
クリーンを楽しい思い出に

・世界一周ごみの旅
・音を奏でるビーチクリーン
・海ごみビンゴ



2021年度
ビーチクリーン実績
①6/26＠内喜名浜
②7/22@屋古母海岸
③8/21＠沖泊海浜公園
④9/4@沖泊海浜公園
⑤11/2@ワンジョ
⑥11/8@シビキニャ
⑦12/4@沖泊海浜公園
⑧1/9@沖泊海浜公園
⑨2/23,3/5
⑩3/21@沖泊海浜公園

20名
中止(台風)
32名
12名
30名
4名
12名
10名
中止(クラスター)
8名



海と日本2021

海ごみへの意識向上を目指す活動

＜ビーチクリーンイベント＞



海ごみについて
考える機会をつくる

海洋ごみ問題を介してつながり
広がる子どもたちの世界

・島の子どもたち×島の大人
・島の小中学生×全国の大学生
・沖永良部高校生×都会の高校生



海ごみdeビンゴ
ビーチクリーン

海と日本プロジェクト助成事業
拾った海ごみの数を数えながら
ごみの種類でビンゴに挑戦！
いろんなごみがどのくらい落ちている
のかを予測し、体感しながらみんなで
協力してビンゴを完成させ、海をきれ
いにしました！

参加者：午前午後合計32名



海ごみdeビンゴ
参加者の声
❶ゴミがたくさん！今まで何も感じていな
かった自分にびっくり。（30代/栃木県）
❷五感を使い海ごみを体験することでさま
ざまな発見がありました。（20代/愛知県）
❸海ゴミは世界中から流れてきているし、
沖泊海岸だけでもものすごい量のゴミがあ
るので、いそいで世界中の国々が協力して
手をうたないといけないなと思った。（12
歳/鹿児島県）



海と日本2021

エコツアー開発の準備

＜アップサイクル作品開発＞



海洋ごみの
アップサイクル

ビーチクリーンしながら
ひろった“うみのたからもの”

①宝貝に守られたちいさな海
②とろけるキャンディシーグラス
③えらぶゆりの万華鏡
④プラスチックが泳ぐ海



宝貝に守られた
ちいさな海
ビーチクリーンをしながら拾った
貝殻の中にちいさな海を現したレジン作品

材料：ビーチクリーンしながら拾った
・割れたタカラガイ
・小さなシーグラス(ガラスの欠片)
その他レジン、ネイルパーツなど

用途：アクセサリー、ミニオブジェなど



とろける
キャンディシーグラス
燃えないゴミとして処理されていた
ビーチクリーンをしながら拾った
ガラスの欠片を電気炉で焼成した
ガラス作品

材料：ガラスの欠片

用途：アクセサリー、おはじき、
地域通貨など



えらぶゆりの万華鏡
ビーチクリーンしながら拾った
マイクロプラスチックでつくる万華鏡

材料：マイクロプラスチック
ラップの芯
反射板
３Dプリンターでつくるカバー

家庭から廃棄されるラップの芯を再利用。
３Dプリンターを使ってサイズを合わせた
オリジナルカバーを制作しています。



プラスチックが泳ぐ海
マイクロプラスチックが漂う海を
再現したスノードーム

材料：マイクロプラスチック
空き瓶、発泡スチロール(土台)
ペットボトルキャップ、貝殻等
洗濯糊、水、(エタノール)

家庭から廃棄される空き瓶を再利用。
ビーチクリーンで拾った発泡スチロールや
ペットボトルキャップを土台にオブジェを
飾りつけています。



制作の様子



海と日本2021

オンラインでの啓発

＜海ごみから考える私たちの暮らし＞



オンライン映画上映
「プラスチックの海」
ゲストトーク＆事業報告
与論島の環境教育団体E-Yoron
事務局長 池田龍介さんをゲストに
オンラインイベントを開催
映画の上映には26名が参加
その後のゲストトーク＆事業報告
はFacebookLIVEでも公開



オンラインイベント
参加者の声
❶海洋ごみがどこから流れてきたのか、何にどの
ような影響を与えるのかを改めて考える機会とな
りました。教育に関わる私たちが、海洋ごみ問題
についてもっと考え、次世代につなげられるよう
な存在でありたいと思います。(小学校教員)
❷海ごみで魚や動物たちが苦しんでいる様子を見
て驚いたし、自分たちの日常の生活から良くない
影響が出ていると改めて感じました。色々考える
中で海ごみが近い存在になったと感じているの
で、自分の生活からできることを意識したいなと
思いました。(大学生)



海と日本2021

～環境部門～ 2022年度に向けて

＜これからの活動＞



海洋ごみの
アップサイクル

エコツアー
2022年度は
ビーチクリーン✖作品制作WS
をエコツアー化



2022年度新事業
『海とウミガメの教室』

知名町から
ウミガメの産卵調査を受託

▶ウミガメ調査隊発足予定
4月 募集開始予定



海と日本2021

イベント広報

＜広報用チラシ＞







オンライン
映画上映会（22分版）

 『プラスチックの海 』
 

～海ごみから考える私たちの暮らし～

ゲスト：池田 龍介
環境教育団体「Ｅ－Ｙｏｒｏｎ」事務局長。
ＳＵＰ等マリンレジャーのガイドやエコツアー
ガイドとして働きながら、漂着ごみを回収する
｢拾い箱｣の普及を通じて海の環境保全に取り組む

身近にある「海ごみ」
私たちにできることって？

みんなでじっくり考えてみよう

2022/3/20 (日)
20:00～21:30 @zoom

一般社団法人えらぶ手帖

 https://okino-e-lab.localinfo.jp

おといあわせ

鹿児島県大島郡知名町下城1230
050-3573-6396/okino.e.lab@gmail.com
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